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First record of Asteralobia patriniae (Shinji) (Diptera : Cecidomyiidae) from Kyushu, Japan

オトコエシニセハリオタマバエ Asteralobia

patriniae (Shinji）は，タマバエ科ハリオタマバ

エ族ニセハリオタマバエ亜族 Schizomyiina に

属し，オミナエシ科のオトコエシ Patrinia vil-

losa (Thunb.) Juss. の実に準球形の虫えい（オ

トコエシミフクレフシ）を形成する（Yukawa

1983；湯川・桝田 1996）．

本種による虫えいは，北海道（Yukawa &

Sunose 1979），本州（湯川・巣瀬 1988 など），

四国（矢野 1964）から報告されているが，未発

表の採集記録も含め，九州での確認事例はな

かった（湯川・桝田 1996；湯川淳一博士，私信）．

著者の一人，岩村は，2015 年 10 月 4 日に佐

賀県厳木町天川において本種による虫えいを確

認した．また，12 日には岩村・徳田が同地点お

よび厳木町天川の他の 2カ所において本種によ

る虫えいを確認した（図 1）．

確認された虫えいの一部を採取して持ち帰り

解剖した所，内部に 11〜35 匹のタマバエの終

齢幼虫が確認された．これらのタマバエ標本

は，佐賀大学農学部システム生態学研究室に保

管されている．

本記録は，オトコエシニセハリオタマバエの

九州からの初記録となるので，ここに報告する．

本報告に際し，貴重な情報とご助言を賜った

湯川淳一博士に厚くお礼申し上げる．
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図 1 ．オトコエシミフクレフシ（佐賀県厳木町天川）


